
2 0 0 7

No.32

5
主
な
内
容

��������	
��

����
���
��������	�
��
��������������
���������������������	
�
���������									�

��������	
��
����������
��������		







	�
�������������������	

���������	
��





広報　常陸大宮　　　　平成１９年５月号２

　

平
成　

年
６
月
に
公
布
・
施
行
さ
れ
た
、

１１

男
女
共
同
参
画
社
会
基
本
法
第
２
条
に
「
男

女
が
社
会
の
対
等
な
構
成
員
と
し
て
、
自
ら

の
意
思
に
よ
っ
て
社
会
の
あ
ら
ゆ
る
分
野
に

お
け
る
活
動
に
参
画
す
る
機
会
が
確
保
さ

れ
、
も
っ
て
男
女
が
均
等
に
政
治
的
、
経
済

的
、
社
会
的
及
び
文
化
的
利
益
を
享
受
す
る

こ
と
が
で
き
、
か
つ
、
共
に
責
任
を
担
う
社

会
」
と
定
義
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
男
女
の
人
権
が
等
し
く
尊
重
さ

れ
、
社
会
参
加
意
欲
に
あ
ふ
れ
た
女
性
が
自

ら
の
選
択
に
よ
っ
て
い
き
い
き
と
活
躍
で

き
、
男
性
も
家
庭
や
地
域
で
人
間
ら
し
い
生

き
方
を
楽
し
め
る
、
お
互
い
が
支
え
あ
い
、

利
益
も
責
任
も
分
か
ち
合
い
、
男
性
と
女
性

の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
で
築
き
上
げ
る
バ
ラ

ン
ス
の
取
れ
た
社
会
像
で
す
。

男
女
共
同
参
画
っ
て
な
あ
に
？

　

最
近
は
、
社
会
で
の
女
性
の
活
躍
が
多
く
な
っ
て
き
ま
し
た
が
、「
男
は
仕
事
・
女
は

家
庭
」
と
い
う
意
識
は
ま
だ
根
強
く
、
日
常
生
活
の
中
で
も
「
男
だ
か
ら
・
女
だ
か
ら
」

と
い
う
考
え
方
で
行
動
し
て
い
る
こ
と
が
よ
く
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
家
庭
や
地
域
、
職
場
生
活
の
中
で
女
性
に
負
担
が
か
か
っ
て
い
る
場
合

が
多
く
、
女
性
の
生
き
方
を
狭
め
る
こ
と
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。
常
陸
大
宮
市
で
は
、

男
だ
か
ら
、
女
だ
か
ら
と
言
う
こ
と
で
は
な
く
、
お
互
い
の
個
性
や
能
力
で
家
事
や
仕

事
を
分
担
し
、
豊
か
さ
の
実
感
で
き
る
男
女
共
同
参
画
社
会
の
形
成
を
め
ざ
し
て
い

ま
す
。

男
女
共
同
参
画
社
会
と
は
…

男
女
共
同
参
画
社
会
と
は
…

・やわらかい社会

・やりたいことができる社会

・やり直しのきく社会

・やすらぎのある社会

・やさしく楽しい社会

常
陸
大
宮
市
男
女
共
同
参
画
基
本
理
念

　

男
女
共
同
参
画
で
、
一
人
ひ
と
り
の

個
性
と
能
力
が　

キ
ラ
リ　

と
光
る
ま
ち
づ
く
り

　

男
女
共
同
は
も
う
十
分
？

一
歩　
「
最
近
、
女
性
が
強
く
な
っ
た

よ
ね
。」

　
父　

「
そ
う
そ
う
。
そ
れ
な
の
に
、

今
さ
ら
男
女
共
同
を
言
う
こ
と

も
な
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
？
」

未
来
「
で
も
、
根
本
は
そ
ん
な
に
変

わ
っ
て
な
い
と
思
う
わ
。」

　
母　　
「
そ
う
よ
ね
。
我
が
家
だ
っ
て
共

働
き
な
の
に
、
お
父
さ
ん
は
ぜ
ん

ぜ
ん
手
伝
っ
て
く
れ
な
い
で
、
家

の
こ
と
は
す
べ
て
私
ま
か
せ
。

そ
れ
は
女
が
や
る
も
ん
だ
っ
て

意
識
が
あ
る
で
し
ょ
う
。」

　
父　

「
そ
、
そ
う
か
な
。」

未
来
「
理
屈
で
は
わ
か
っ
て
て
も
、

実
際
は
で
き
て
な
い
こ
と
と

か
、
一
般
論
は
納
得
し
て
も
、

で
も
家
で
は
っ
て
こ
と
多
い
と

男女共同参画社会は
５つの『や』

男女共同参画社会は男女共同参画社会は
５つの『５つの『やや』』

･
･
･
シ
リ
ー
ズ
⑥
男
女
共
同
参
画
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広報　常陸大宮　　　　平成１９年５月号３

　

平
成　

年
度
に
市
で
実
施
し
た
「
男
女
共

１７

同
参
画
社
会
に
関
係
す
る
市
民
意
識
調
査
」

に
よ
る
と
、「
男
は
仕
事
・
女
は
家
庭
」
の

性
別
役
割
分
担
意
識
に
「
同
感
す
る
」
人
は

　

％
「
同
感
し
な
い
」
人
は　

％
で
し
た
。

２９

５８

　

ま
た
、
男
性
の
地
位
の
平
等
感
に
つ
い
て

は
、「
男
性
の
ほ
う
が
優
遇
さ
れ
て
い
る
」
が

社
会
全
体
で
は　

・
９
％
と
圧
倒
的
多
数
で

８０

し
た
。
特
に
、
職
場
、
慣
習
、
し
き
た
り
、

政
治
、
政
策
決
定
の
場
で
「
男
性
の
方
が
優

遇
さ
れ
て
い
る
」
が
約
８
割
と
多
く
な
っ
て

い
ま
す
。

　

近
年
、
少
子
高
齢
化
の
進
行
や
急
速
な
社

会
情
勢
の
進
展
の
な
か
で
、
経
済
の
構
造
改

革
が
進
む
と
、
従
来
の
制
度
や
意
識
と
の
間

で
さ
ま
ざ
ま
な
ひ
ず
み
が
生
じ
て
き
ま
す
。

　

男
女
共
同
参
画
は
、
こ
の
ひ
ず
み
が
も
た

ら
す
弊
害
を
乗
り
越
え
て
、
男
女
と
も
家

庭
・
地
域
・
職
場
・
行
政
と
社
会
の
あ
ら
ゆ

る
分
野
で
お
互
い
い
き
い
き
暮
ら
せ
る
社
会

を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

常
陸
大
宮
市
の
男
女
平
等
度

常
陸
大
宮
市
の
男
女
平
等
度

個
性
を
生
か
し

個
性
を
生
か
し

共
に
生
き
る
社
会
へ

共
に
生
き
る
社
会
へ

　

常
陸
大
宮
市
で
は
、
学
校
教
育
の
場
以
外

で
は
「
男
性
優
遇
型
」
社
会
で
あ
る
と
認
識

し
て
い
る
方
が
多
い
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。世界の中で日本は…

政策・方針決定過程への女性の参画
　日本は、基本的な人間の能力がどこまで伸びた
かを示すＨＤＩ＊ （人間開発指数）では、世界１７７か
国中１１位ですが、政治及び経済への女性の参画の
程度を示すＧＥＭ＊ （ジェンダー・エンパワーメン
ト指数）では世界８０か国中４３位と大きく落ち込ん
でいます。
　このことから、政府は２００３年に、さまざまな分
野において女性が活躍することを目指す「女性の
チャレンジ支援策」を打ち出しました。各分野に
おいて、２０２０年までに指導的地位に女性が占める
割合が、少なくとも３０％程度になるように、女性
の登用に対する取り組みを進めています。

＊ＨＤＩ：「長寿を全うできる健康的な生活」、「教
育」、「人間らしい生活」と言う人間開発の３つの
側面を簡略化した指数です。

＊ＧＥＭ：女性が政治及び経済活動に参加し、意思
決定に参加できるかどうかを測るものです。具体
的には、①国会議員に占める女性の割合、②管理
職に占める女性の割合、専門職、技術職に占める
女性の割合、③男女の推定勤労所得を用いて算出
しています。

思
う
け
ど
。」

　
母　

「
そ
う
そ
う
。
ち
ょ
っ
と
し
た

す
れ
違
い
も
積
も
り
積
も
れ
ば

大
き
い
わ
よ
。」

未
来
「
ま
ず
は
、
我
が
家
か
ら
始
め

な
け
れ
ば
ね
、
お
父
さ
ん
！
」

　

こ
れ
ま
で
、
シ
リ
ー
ズ
「
み
ん
な
キ

ラ
リ
」
で
は
、
市
の
男
女
共
同
参
画
計

画
の
５
つ
の
基
本
項
目
を
お
伝
え
し
て

き
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
は
、
家
庭
や
地
域
、
職
場

の
中
で
お
こ
る
様
々
な
場
面
を
ご
紹
介

し
て
い
き
ま
す
。
男
女
共
同
参
画
社
会

づ
く
り
に
向
け
て
、
皆
さ
ん
も
、
こ
の

家
族
と
一
緒
に
考
え
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

問い合わせ先
企画課男女共同参画係　�（52）1111　内線325
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広報　常陸大宮　　　　平成１９年５月号４
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○係長級で組織する事務改善委員会を設置し、事務事業等の見直
しについて検討を行い、行政改革推進本部に提言しました。

○簡易水道使用料をＨ１８年度に統一し、Ｈ１９年２月から上下水道
料金計算システムを導入しました。

○福祉タクシー利用券の利用推進を図るため、年２回（３月・９月）
発行の利用券を、Ｈ１９年度分から、３月下旬に１年分（４８枚分）を
まとめて発行し、月４枚の利用制限枠の撤廃を図ります。

事務事業コストの
縮減

事
務
事
業
の
見
直
し

○Ｈ１８年４月に３１施設に導入し、運営経費等約９５０万円を削減しま
した。

指定管理者制度の
活用

○Ｈ１９年３月に補助金等見直し基準を作成しました。市単独補助金等の
見直し

○Ｈ１８年１月に策定した常陸大宮市男女共同参画計画に基づき、
各種審議委員会等の女性委員の増員を推進しました。
・各種審議会（附属機関）の女性委員比率２６％

（Ｈ１９年３月末現在）

外郭団体等の見直し

○Ｈ１８年４月に業務の一括管理を推進するため、上下水道部を設
置しました。

○徴収嘱託員による滞納整理を実施しました。
・Ｈ１８年度　徴収実績　１，４１１件　　約１，２４７万円

地方公営企業の
経営健全化

○事務改善委員会の中に組織機構見直し部会を設置し、組織機構
の見直しの検討を行っています。

○Ｈ１８年度組織機構改革（Ｈ１８年４月）
・大宮水道事務所内に上下水道部を設置し、総合支所建設課の
水道係を統合

・監査委員事務局監査係、企画課都市交流係、介護高齢課ねんり
んピック開催準備室を設置

・商工観光課企業誘致推進室、商工振興係、観光振興係に再編
・教育委員会各事務所学校教育係を廃止
・西部総合公園体育館内に社会体育施設管理事務所（体育施設管
理係）を設置

○Ｈ１９年度組織機構改革（Ｈ１９年４月）
・企画課都市交流推進室・行政改革推進室、収納課、生涯学習課
国民文化祭推進室、健康推進課特定検診係を設置

組織・機構の
見直し

組

織

・

機

構

の

見

直

し
○本庁１階正面玄関入口に総合案内カウンターを設置しました。
○本庁及び総合支所の木曜日窓口延長業務について、市報・旬報掲
載、カウンター掲示、レシート印字等を行い、市民への周知を実
施しました。

窓口サービスの
見直し

○職員数について、Ｈ２２年度までに６５人の削減を図ります。
・Ｈ１７年度２０人退職　Ｈ１８年度３人（消防職）採用
・Ｈ１８年度１２人退職　Ｈ１９年度１０人（行政職６人、消防職４人）
採用

職員数の削減及び
定員適正化の推進

人

件

費

の

抑

制

○Ｈ１７年度人事院勧告を踏まえ、Ｈ１８年４月に給料表の改定を実
施しました。（平均で４.８％の引き下げ）
・行政職給料表を９級から７級に、消防職給料表を９級から８
級に、就業規則給料表を６級から５級に改定

○特殊勤務手当制度本来の趣旨を踏まえ、業務内容の変化・職務の
困難性を本来の支給要件に照らし、見直しの検討を行ってい
ます。

給与構造改革及び
職員給与の
適正化の推進
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○茨城県との人事交流を推進しました。
・Ｈ１８年度　常陸太田県税事務所に１人派遣、茨城県から市民部税務課に１人受入

○職員研修を実施しました。
・Ｈ１８年度クレーム対応能力向上研修１９人、茨城県自治研修４７人
○Ｈ１８年度人事異動において、自己申告制を活用し適切な人事管理を実施しました。

人材育成の推進

○Ｈ１９年度に地理情報システムの基盤となる公図を電子データ化し、各部署におけ
るデータを共有化し、市民サービスの向上を図ります。

積極的な情報化の
推進電

子
自
治
体
の
推
進

○携帯電話基地局の整備促進を図りました。
　・Ｈ１８年度　諸沢地区（Ｈ１９年３月）
　・Ｈ１９年度　大岩地区、小舟地区、油河内地区予定

情報基盤づくり

○市職員研修を４回実施しました。（１２８人）
○市民対象のＩＴ講習会を９８回実施しました。（２９４人）
（大宮７講座１２１人、山方９講座９８人、美和３講座９人、緒川４講座３６人、御前山
４講座３０人）

情報セキュリティ
に関する操作能力
の向上

○Ｈ２１年度末現年課税分の収納率を９７％と設定し、市税収納率の向上を図ります。
（Ｈ１７年度現年分収納率９６.４％）
・Ｈ１８年５月を市税等特別滞納整理期間に設定し、助役外管理職員９２名が滞納整
理を実施し、滞納者６２２人から約２，７５０万円を収納

○収入役を議長とする未収金管理事務打合せ会議を毎月開催し、未納者に対する督
促徴収等の検討を行っています。

市税等収納率の向上
（自主財源の確保）
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○合併による地域格差があった簡易水道料金を、Ｈ１８年度に統一し、受益者負担の
適正化を図りました。受益者負担の適正化

○Ｈ１８年４月に企業誘致体制の強化のため、商工観光課内に企業誘致推進室を設置
しました。産業振興と企業誘致

○Ｈ１８年５月に普通財産運用等検討委員会を設置し、遊休地等の利活用及び処分に
ついて検討しました。
・Ｈ１９年３月　普通財産売却（宅地）
　常陸大宮市野中町７５３番地の８　面積１８５．１８�

自主財源の確保

○Ｈ１８年１２月に財政健全化のため、中期財政健全化計画を策定しました。
　（Ｈ１７年度経常収支比率８８％）市債の抑制

○Ｈ１８年４月に区制制度が統一されたことにより、行政連絡組織である区を中心と
して、地域活性化を推進しました。

自治組織の活性化と
各種団体の自主運営
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○まちづくり講座を開催しました。
・１８講座　受講者４０２人
（講座内訳：総務部１回、市民部３回、保健福祉部７回、経済部４回、教育委
員会３回）

市民参画（協働）の
推進

○茨城大学人文学部による市民講座を開催しました。
　・３講座　　受講者２８７人
○茨城大学人文学部との共同調査研究を実施しました。
　「森を活かしたまちづくりについて」

知的財産の活用

○ 行政手続条例の遵守に努めました。行政手続の適正化
�
�
�
�
�
�
�
�
	
�


�

○国民保護計画についてのパブリックコメントを、市ホームページ及び広報紙等で
実施しました。応募者２人（３件）

○Ｈ１８年１２月から市ホームページで議会会議録の公開を始めました。

情報公開の推進及び
市民への情報提供

○Ｈ１８年４月から監査委員（識見を有する者）を１人増員（合計３人）しました。監査機能の強化
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広報　常陸大宮　　　　平成１９年５月号６
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行
政
相
談
委
員
の
野
上
義
明
さ
ん（
東
野
）

と
檜
山
一
郎
さ
ん
（
野
口
）
が
、
総
務
大
臣

表
彰
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

野
上
さ
ん
は
平
成
９
年
か
ら　

年
間
（
５

１０

期
）、
檜
山
さ
ん
は
平
成　

年
か
ら
６
年
間

１３

（
３
期
）と
長
年
に
わ
た
り
行
政
相
談
員
と
し

て
つ
と
め
、
行
政
へ
の
苦
情
や
要
望
、
問
題

解
決
に
ご
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
、
退
職

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
そ
の
功
績
が
評
価
さ

れ
贈
ら
れ
た
も
の
で
す
。
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一
般
選
挙
に
よ
り
選
ば
れ
た
新
農
業
委
員

に
よ
る
総
会
が
、
４
月
６
日
に
市
役
所
会
議

室
に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

総
会
で
は
、
新
会
長
に
木
村
與
四
郎
さ

ん
、
会
長
職
務
代
理
者
に
益
子
忠
一
さ
ん
が

決
定
し
ま
し
た
。
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大
越
望
さ
ん
（
門
井
）
が
、
い
ち
ご
の
品

種
改
良
で
農
林
水
産
大
臣
か
ら
認
定
を
受
け

ら
れ
ま
し
た
。

　

大
越
さ
ん
は
、　

年
を
か
け
て
品
種
改
良

２０

を
行
い
、
６
年
前
に
現
在
の
品
種
「
京
虹

（
き
ょ
う
こ
う
）」
が
で
き
あ
が
り
ま
し
た
。

京
虹
は
、
と
ち
お
と
め
よ
り
一
回
り
大
き

く
、
熟
し
過
ぎ
て
も
色
が
黒
く
な
ら
な
い
の

が
特
徴
。

　

無
農
薬
の
た
め
病
気
や
室
温
な
ど
気
に
か

け
る
こ
と
が
多
い
が
、
理
想
の
い
ち
ご
が
で

き
た
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

４
月
１
日
付
け
で
、
常
陸
大
宮
市
国
保
美

和
診
療
所
に
薄
井 
尊  
信 
先
生
が
着
任
さ
れ
ま

た
か 
の
ぶ

し
た
。

　

薄
井
先
生
は
、
平
成　

年
に
自
治
医
科
大

１１

学
を
卒
業
し
、
北
茨
城
市
立
総
合
病
院
内

科
、
笠
間
市
立
病
院
内
科
を
経
て
、
今
回
の

着
任
に
い
た
り
ま
し
た
。

　

明
る
い
診
療
所
を
目
指
し
て
が
ん
ば
り
た

い
と
今
後
の
抱
負
を
述
べ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
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４
月　

日
か
ら　

日
ま
で
の　

日
間
、
春

２１

３０

１０

の
地
域
安
全
運
動
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
大
宮
警
察
署
を
は
じ
め
大
宮
地

区
防
犯
サ
ポ
ー
タ
ー
な
ど
関
係
団
体
の
協
力

の
も
と
、
ジ
ャ
ス
コ
常
陸
大
宮
店
店
舗
前
で

啓
発
物
の
配
布

や
防
犯
の
呼
び

か
け
な
ど
を
展

開
し
、
買
い
物

に
来
た
方
を
中

心
に
地
域
安
全

を
呼
び
か
け
て

い
ま
し
た
。

おおおおおおおおおおおお
めめめめめめめめめめめめ
でででででででででででで
とととととととととととと
うううううううううううう
ごごごごごごごごごごごご
ざざざざざざざざざざざざ
いいいいいいいいいいいい
まままままままままままま
すすすすすすすすすすすす

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す檜山さん（左）　野上さん（右）

会長　木村　與四郎さん

��������	
��
��������������

会長職務代理者
益子　忠一さん

　本庁及び総合支所では、毎週木曜日午
後７時まで市民課等の窓口業務の一部を
時間延長しています。
　なお、受け付けができるのは、一部の
業務に限られますので、担当課へご確認
のうえご来庁ください。

（本庁総務課）

市民課　住民基本台帳に関する証明、戸籍に関する
証明、印鑑登録に関する証明（住民異動及

び戸籍届出を除く）

税務課　所得証明係、固定資産関係、納税証明関係

会計課　金銭の受理

延
長
す
る
窓
口
業
務



広報　常陸大宮　　　　平成１９年５月号７
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【市立小・中学校の入学者数】

平成１９年４月１１日現在
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　消費生活製品安全法が平成１８年１２月に改正され、平成１９年５月１４日から施行されま
した。今回の改正で、製品事故情報の報告・公表制度ができました。
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死亡・重傷・火災などの重
大な製品事故が発生した場
合、メーカーや輸入業者は
国への事故報告が義務付け
られました。

国は、事故情報を収集・分
析し、その結果を広く国民
に公表して、第二の重大事
故を防止します。

国は、メーカーや輸入業者
に安全でない製品の製造や
輸入を禁止したり、回収す
るよう命令します。
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≪問い合わせ先≫
茨城県消費生活センター � ０２９－２２４－４７２２
常陸大宮市消費生活センター（本庁商工観光課内）
 � ５２－２１８５（直通）
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広報　常陸大宮　　　　平成１９年５月号８
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▲細い木でも大変… ▲おなかもペッコペコ
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第　

回
と
な
る
今
回
の
大
会
は
、
平
成　

年　

月
１
日
〜

２３

２０

１１

９
日
ま
で
の
９
日
間
に
わ
た
っ
て
、
茨
城
県
内
各
地
で
開
催

さ
れ
ま
す
。

��������	
平成２０年１１月２日（日）文化センター小ホール

　吟詠剣詩舞は、吟詠（ぎんえい）、剣舞（けんぶ）、
詩舞（しぶ）という芸能をまとめた言い方です。吟詠
剣詩舞では、台本を創作し、それをひとつの物語のよ
うに演出します。イメージとしてはミュージカルのよ
うな舞台が出来上がります。様式美において将来性の
ある分野の伝統芸能です。

　
��������	
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平成２０年１１月８日（土）～９日（日）

　広域交流事業は茨城県が初めて行います。常陸大宮
市では常陸太田市、大子町と連携し、西塩子の回り舞
台を使い、全国各地域の伝統文化や、郷土芸能を発表
する予定です。また各地域の特産品など、食文化等を
全国に発信します。
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広報　常陸大宮　　　　平成１９年５月号９

　４月２２・２９日、西部総合公園体育館において市教育委員
会主催による近郊中学校バレーボール大会が開催され、市
内及び近郊の中学校から３０チームが参加しました。
　大会では、それぞれ白熱した試合を繰り広げ、市内の緒
川中が優勝、第一中が準優勝と、上位入賞を果たしました。

　優　勝　　緒川中（常陸大宮市）
　準優勝　　第一中（常陸大宮市）
　第３位　　桂　中（城里町）／瑞竜中（常陸太田市）

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●
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　４月２８日、西部総合公園体育館において、「スプリング
２００７常陸大宮カップスポーツ少年団バレーボール大会」が
開催され、大宮バレーボールスポーツ少年団、Ｊドリーム、
小瀬スポーツ少年団など、市内外から２２チームが参加しま
した。
　当日は、保護者等が応援するなか熱戦が展開されました。
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「苺ちゃんの
バスケット」

植田　和子

「サンタガール」

圷　政子

「パッチワーク
の女の子」

小野瀬　和子

「忍野富士」

関　昌子

「六月の花」

柳下　浩子

�����
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「静物」

�村　満津

���������	��������
������������������
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● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

▲緒川中バレーボー
ル部の皆さん

▲第一中バレーボー
ル部の皆さん

　また、４月２２・２９・３０日の３日間、近郊中学校野球大会
が大宮運動公園市民球場他２会場で開催され、優勝常北中
（城里町）、準優勝里美中（常陸太田市）、第３位峰山中（常
陸太田市）、那珂三中（那珂市）が入賞しました。

▲選手宣誓する大宮
バレーボールス
ポーツ少年団の川
上淳さんと小口沙
耶香さん



広報　常陸大宮　　　　平成１９年５月号１０

������������������� ����

��������	
��������	
��������	


◆住宅用火災警報器を設置しましたか？
　平成１６年６月に消防法が改正され全国一律
に平成１８年６月１日からすべての住宅に住宅
用火災警報器の設置が義務付けられました。
　市条例では既存住宅への
適用時期を平成２０年６月１
日としていますが早めに設
置しましょう。

　４月４日、家和楽研修センターで茨城経済システム共
同開発組合の研修生を対象に防火教室を実施しました。
　研修は、これから日本で生活するうえでの火気使用に
関することや緊急時の
消防署への通報の仕
方、火災事例を基に火
の怖さを学びました。
また、実際に消火器を
使い火点に向けて噴射
し消火を体験しました。
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　現在消防署では、総務省消防庁・水戸地区救急医療協議会の指導により通報者からの
情報でその場に居合わせた人（バイスタンダー）に対して電話による指導・助言を行な
い、救命率の向上と傷病者の悪化軽減するために応急処置を指導しています。
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広報　常陸大宮　　　　平成１９年５月号１１
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　６月１日、商業統計調査が全国一斉に行われます。全国の卸売業・小売業を営むすべての事業所・店舗が
対象になります。
　この調査は、商業の実態を明らかにし、国や都道府県・市区町村における商業の振興、中心市街地の活性
化など流通産業施策のための基礎資料となるものです。
　５月下旬から調査員が各事業所に伺います。
　また、この調査は、統計法に基づいて実施される国の重要な調査です。提出された調査票を、統計上の目
的以外に使用することはありません。皆様のご協力をお願いします。

〈問い合わせ先〉　情報政策課広報統計係　�（５２）１１１１　内線３８２・３８３
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広報　常陸大宮　　　　平成１９年５月号１２

が
、
毎
月
１
回
学
校
開
放
日
に
行
わ
れ
て
い

ま
す
。
子
ど
も
た
ち
は
真
剣
に
集
中
し
て
聴

い
て
い
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
は
と
て
も
楽
し

み
に
し
て
い
ま
す
。

　

お
か
げ
さ
ま
で
読
書
好
き
の
子
が
増
え

て
、
１
年
間
で　

冊
以
上
読
書
す
る
子
が
多

５０

く
な
り
ま
し
た
。
３
年
間
で
３
０
０
冊
以
上

の
本
を
読
破
す
る
子
が
出
て
き
て
、
県
知
事

賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。
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本
校
は
、
常
陸
大
宮
市
の
南
西
部
に
位
置

し
、
豊
か
な
自
然
に
恵
ま
れ
、
畑
や
水
田
の

多
い
地
域
に
あ
る
小
学
校
で
す
。

　

生
活
科
や
総
合
的
な
学
習
の
時
間
で
は
、

地
域
の
方
と
交
流
を
し
て
多
く
の
こ
と
を
学

ん
で
い
ま
す
。
例
え
ば
、
高
齢
者
と
の
交
流

（
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
）
や
小
場
小
ま
つ
り
、
体

験
田
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
運
動
会
は
地
区
民
と
の
合
同
で
行

い
、
幼
児
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
参
加
し
て
い

ま
す
。

　

高
齢
者
ク
ラ
ブ
の
方
と
１
年
生
か
ら
３
年

生
ま
で
の
児
童
た
ち
が
、
本
校
の
グ
ラ
ン
ド

で
楽
し
く
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
を
通
し
て
交
流
を

行
っ
て
い
ま
す
。
地
域
の
方
々
の
す
ば
ら
し

さ
や
知
恵
を
学
ん
だ
り
、
高
齢
者
を
い
た
わ

る
優
し
い
気
持
ち
を
持
つ
こ
と
を
ね
ら
い
と

し
て
い
ま
す
。

�
�
�
�

　

地
域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
（
体
験
田
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
）
の
方
に
田
植
え
の
や
り
方
を
教
え

て
も
ら
い
な
が
ら
、
勤
労
の
尊
さ
や
食
生
活

へ
の
感
謝
の
気
持
ち
を
育
て
た
り
、
地
域
の

方
と
心
の
交
流
を
図
っ
て
い
ま
す
。

�
�
�
�
�
��

　

体
験
田
や
作
物
づ
く
り
や
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル

な
ど
で
お
世
話
に
な
っ
た
方
た
ち
を
招
待

し
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
が
中
心
に
な
っ
て
行
い
ま
す
。

体
験
田
で
収
穫
し
た
も
ち
米
を
使
っ
て
、
全

校
児
童
は
、
３
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
地
域

の
方
と
と
も
に
餅
つ
き
を
行
い
ま
す
。
自
分

た
ち
で
つ
い
た
餅
や
自
分
た
ち
で
育
て
た
サ

ツ
マ
イ
モ
の
味
は
格
別
で
す
。

　

会
食
後
は
、
各
学
年
の
出
し
物
や
全
校
合

唱
な
ど
工
夫
を
凝
ら
し
た
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

を
地
域
の
方
に
見
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

�
�
�
�
�
�
�
�
�
	


�

　

豊
か
な
心
の
育
成
の
一
環
と
し
て
読
書
活

動
に
全
校
で
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
子
ど
も

た
ち
は
、
毎
朝
の　

分
間
の
読
書
を
行
っ
て

１０

い
ま
す
。
こ
の
時
間
帯
は
全
教
室
が
静
か
に

な
り
、
だ
れ
も
が
熱
心
に
本
を
読
ん
で
い
ま

す
。
ま
た
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
に
よ
る
読
み
聞
か
せ

�
�
�
�
�
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児童数：35名
(小場981－2　�52－0343）
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盛
金
地
区
に
は
市
内
で
も
数
少
な
い
沈
下

橋
― 
平  
山  
橋 
―
が
架
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
今

ひ
ら 
や
ま 
ば
し

も
地
元
住
民
の
大
切
な
交
通
路
と
し
て
活
躍

し
て
い
る
こ
の
橋
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

�
�
�
���
�
�
	


�
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現
在
平
山
橋
の
架
け
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ

は
、「
平
山
の
渡
し
」
と
い
う
船
の
渡
し
場
で

し
た
。
江
戸
時
代
後
期
の
水
戸
藩
の
役
人

で
、
県
北
地
域
に
つ
い
て
詳
細
な
記
録
を
残

し
て
い
る
加
藤 
寛  
斎 
に
よ
れ
ば
、
舟
生
か
ら

か
ん 
さ
い

家
和
楽
、
盛
金
に
至
る
道
は
急
な
峠
道
で
転

落
者
や
け
が
人
を
度
々
出
し
て
通
行
人
を
悩

ま
せ
て
い
た
よ
う
で
す
。
特
に
久
慈
川
西
岸

に
あ
る
盛
金
山
は
有
名
な
難
所
で
「
峯
ヨ
リ

下
ノ
久
慈
川
エ
落
死
ス
ル
モ
ノ
多
シ
」
と
記

録
さ
れ
て
い
ま
す
。
柵
を
設
け
て
も
滑
落
す

る
人
が
絶
え
な
か
っ
た
た
め
、
盛
金
山
を
越

え
な
く
て
も
済
む
よ
う
な
道
を
作
る
こ
と
が

考
え
ら
れ
ま
し
た
。
ま
ず
舟
で
久
慈
川
の

東
の
対
岸
に
渡
り
、
山
の
根
伝
い
に
北
上

す
る
道
を
作
っ
た
の
で
す
。
こ
の
道
は
安

政
二
年
の
春
に
開
通
し
た
こ
と
か
ら
「
安

政
新
道
」
と
呼
ば
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、

山
方
地
域
を
南
北
に
縦
断
す
る 
南  
郷  
街  
道 

な
ん 
ご
う 
か
い 
ど
う

は
、
明
治
二
十
八
年
に
県
道
に
な
り
ま
し

た
。
平
山
橋
が
架
け
ら
れ
て
か
ら
は
、
川

沿
い
の
道
（
現
在
の
国
道
１
１
８
号
線
）

を
安
全
に
通
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
す
。

�
��
��
�

　

平
山
の
渡
し
に
橋
が
架
け
ら
れ
た
の
は

大
正
期
の
こ
と
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
現

在
で
も
欄
干
は
膝
の
高
さ
ほ
ど
し
か
な

く
、
水
面
か
ら
の
高
さ
は
二
・
五
メ
ー
ト

ル
ほ
ど
で
す
。
地
元
の
人
か
ら
は
「
地
獄

橋
」
の
愛
称
で
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。
沈

下
橋
は
増
水
の
と
き
に
流
さ
れ
に
く
く
す

る
た
め
、
わ
ざ
と
水
が
か
ぶ
る
よ
う
に
低

く
作
ら
れ
て
い
ま
す
。
抵
抗
を
少
な
く
す

る
こ
と
で
橋
自
体
が
壊
れ
る
の
を
防
ぐ
よ

う
に
作
ら
れ
て
い
る
の
で
す
。
ま
た
、
簡

単
な
構
造
に
す
る
こ
と
で
、
破
壊
さ
れ
て

も
修
復
し
や
す
く
す
る
利
点
も
あ
り
ま

す
。
と
は
い
え
、
安
全
性
に
つ
い
て
は

度
々
協
議
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
た
め
コ
ン

ク
リ
ー
ト
や
鉄
に
よ
る
補
強
が
な
さ
れ
、

今
日
で
は
木
材
の
部
分
は
欄
干
の
み
に

な
っ
て
い
ま
す
。
く
わ
え
て
橋
の
上
流
側

に
は
流
木
や
土
砂
の
衝
撃
を
除
け
る
た
め

に
斜
め
に
鉄
柱
が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
チ
リ
除
け
」
と
呼
ば
れ
る
も
の
で
昭
和

四
十
年
の
設
置
当
初
は
、
払
い
下
げ
に

な
っ
た
国
鉄
の
レ
ー
ル
と
コ
ン
ク
リ
ー
ト

で
作
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

も
と
も
と
、
昭
和
初
期
の
平

山
橋
は
幅
五
十
セ
ン
チ
メ
ー
ト

ル
ほ
ど
の
板
を
並
べ
た
だ
け
の

簡
単
な
板
橋
で
し
た
。
橋
は

あ
っ
て
も
度
々
流
さ
れ
た
た
め

常
に
渡
船
が
営
業
し
て
い
ま
し

た
。
船
頭
は
米
や
麦
な
ど
を
渡

し
賃
と
し
て
得
る
と
同
時
に
下

小
川
村
か
ら
も
補
助
を
受
け
る

形
で
営
業
し
て
い
た
と
い
い
ま

す
。
下
小
川
村
の
役
場
や
学

校
、
水
郡
線
の
下
小
川
駅
な
ど

が
久
慈
川
の
西
岸
に
集
中
し
て

い
た
た
め
、
平
山
橋
は
川
東
地

区
の
人
々
の
重
要
な
足
と
な
っ

て
い
ま
し
た
。
そ
の
た
め
橋
が

流
失
す
る
と
平
山
地
区
を
始
め

と
す
る
周
辺
五
地
区
が
交
代
で
修
理
に
あ

た
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
後
昭
和
三
十
五

年
十
月
に
は
角
材
で
組
ん
だ
木
橋
が
作
ら

れ
ま
す
。
し
か
し
二
年
後
に
は
流
さ
れ
、

昭
和
四
十
年
に
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
橋

が
架
け
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
と
き
、
前
記

の
チ
リ
除
け
も
設
置
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の

橋
も
流
失
し
、
昭
和
五
十
八
年
に
現
在
の

橋
が
架
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

昭
和
二
十
年
代
に
は
三
年
に
一
度
く
ら

い
だ
っ
た
増
水
が
昭
和
五
十
年
代
に
は
二

年
に
一
度
ほ
ど
に
な
り
、
こ
こ
二
十
年
で

は
ほ
ぼ
年
に
一
度
は
起
こ
る
と
古
老
は
語

り
ま
す
。
雨
が
降
り
出
す
と
一
時
間
か
ら

二
時
間
で
み
る
み
る
う
ち
に
増
水
す
る
よ

う
に
な
っ
た
そ
う
で

す
。
道
路
や
側
溝
の
舗

装
が
進
ん
だ
こ
と
と
、

森
林
の
伐
採
に
よ
り
山

が
浅
く
な
っ
た
こ
と
で

土
地
の
貯
水
効
率
が
悪

く
な
っ
た
こ
と
が
原
因

で
し
ょ
う
。

　

ふ
る
さ
と
を
象
徴
す

る
地
獄
橋
の
景
色
も
、

環
境
の
影
響
に
大
き
く

左
右
さ
れ
て
し
ま
い
ま

す
。

　

※
菊
池
昇
氏
に
聞
取

り
調
査
に
御
協
力
い
た

だ
き
ま
し
た
。

（
歴
史
民
俗
資
料
館
）

�����

▲春の平山橋

▲「北郡里程間数之記」に描かれた平山付近
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・鶏もも肉 ２８０ｇ
　　　酒 大さじ２
　　　塩 小さじ１/２
・白菜 ４枚
・人参 ５０ｇ
・乾燥わかめ ５ｇ
・しょう油 小さじ１/２
・わさび 小さじ１
・マヨネーズ 大さじ２
・絹ごし豆腐 １/４丁
・白ごま 大さじ２
・塩 小さじ１/２

〈下準備〉
・豆腐の水分をきり、わかめは戻しておく。
・しいたけを細切りにし、白菜と人参は千切りにしたあと茹でておく。

①鶏もも肉を2枚に開き、鍋に入れてAを回しかけ、ふたをして中火で蒸し煮する。
②豆腐をなめらかにし、わさび・マヨネーズ・塩・白菜・人参と一緒に混ぜ合わせる。
③わかめに醤油を混ぜる。
④しいたけをバターで炒め、塩・こしょうで調味する。
⑤鶏肉を食べやすい大きさに切って皿に盛り、②をかける。
⑥わかめをのせて、白ごまを散らし、④を添える。
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〈付け合せ〉
・しいたけ

１５０ｇ
・バター

大さじ１
・塩
小さじ１/４

・こしょう
少々
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広報　常陸大宮　　　　平成１９年５月号１５
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　図書の点検・整理のため、休館となります。
　この期間中の返却は、南側玄関側にある返却ポスト
をご利用ください。ただし、ビデオ等のＡＶ資料や紙
芝居については、破損するおそれがありますので、返
却できません。
＊長期休館のため、５月30日（水）から６月12日（火）ま
では、１枚のカードで10 冊まで借りることができ
ます。

�美和かわせみの会のおはなし会� ��������

�ロゼのつどいのおはなし会� ��������

�はみんぐばあどのおはなし会� ���������	
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�子ども放送局
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14日・28日



常陸大宮市の人口（４月１日現在・推計常住者）

総人口４７，０７４人（男２２，９８０人、女２４，０９４人）
世帯数１６，１８７世帯
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古紙配合率����再生紙を使用しています 
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なぎなた交流大会
平成19年11月11日～12日
会場　常陸大宮市
　　　西部総合公園体育館

　県内で12番目の女性消防団員（消防団女性部）が誕生しまし
た。市内在住の25人の団員は、会社員から主婦まで別々の職業
を持ちながら常備消防とともに災害の防ぎょを行います。その
任務は、消防の支援活動や地域の防火リーダーとしての役割な
ど、「安全で心の安らぐ常陸大宮」を目指し災害の後方支援や地
域の火災予防の広報活動、応急手当の普及、高齢者などの災害弱
者への対応におけるきめこまやかな心使いが期待されています。
　４月14日 （土） の結成式では、団員としての基本的な知識、更
には基本動作となる整列、敬礼の仕方について指導員から指導
を受け全員終了間際にはきびきびとした動作ができるようにな
りました。
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凛々しい訓練風景

　４月22日、やすらぎの里公園（小舟）にお

いて、「やすらぎの里さくら祭り」が開催され

ました。春らしいやわらかな陽気のなか、大

勢の方がやすらぎの里公園を訪れました。

　当日は、和太鼓演奏やよさこいソーラン、

中南米音楽演奏、フォークソング歌謡ショー、

丸太切りタイムレース、ターゲットバードゴ

ルフ大会、缶バッチ作りなど盛りだくさんの

イベントが催され、訪れた方は楽しい一日を

過ごしました。

一一一一一一一一一一一一面面面面面面面面面面面面のののののののののののの水水水水水水水水水水水水芭芭芭芭芭芭芭芭芭芭芭芭蕉蕉蕉蕉蕉蕉蕉蕉蕉蕉蕉蕉一面の水芭蕉

　公園内の水芭蕉園には、今

年も水芭蕉が一面に咲きほこ

り、市内外から多くの方が訪

れました。

おかあさんの似顔絵展おかあさんの似顔絵展
　図書情報館では、５月４日までおかあさんの似顔絵展が開
催され、40人の子どもたちによる絵が展示されました。
　これは、５月13日の母の日にお母さんの顔を描いてプレゼ
ントしてもらおうと実施されたもので、自分で描いた似顔絵
が返されると、うれしそうに持ち
帰っていました。
　図書情報館では、６月にはおと
うさんの似顔絵展、９月にはおじ
いさん・おばあさんの似顔絵展を
予定しています。
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